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周
辺
を
除
草
す
る
こ
と
で
サ
シ
バ
エ
の
休
息
地

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
畜
体
へ
の
被
害
低

減
が
期
待
で
き
ま
す
（
図
１
）。

　
一
般
的
な
草
刈
り
機
で
の
除
草
で
は
雑
草
の

再
生
が
早
く
、
夏
場
の
作
業
は
熱
中
症
の
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
除
草
剤
を
活
用
し
た
効

率
的
な
除
草
が
お
す
す
め
で
す
。

　
畜
舎
周
辺
に
お
す
す
め
の
除
草
剤
を
紹
介

し
ま
す
（
図
２
）。

病
に
対
す
る
治
療
法
や
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
た
め
、

Ｂ
Ｌ
Ｖ
に
感
染
さ
せ
な
い
対
策
が
重
要
で
す
。

　
Ｌ
Ｓ
Ｄ
は
、
２
０
２
４
年
11
月
に
国
内
で
初

め
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
牛
の
疾
病
で
す
。

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
ウ
イ
ル
ス
（
Ｌ
Ｓ
Ｄ
Ｖ
）

に
感
染
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
、
発
症

す
る
と
発
熱
、
皮
膚
の
結
節
、
乳
量
減
少
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
Ｌ
Ｓ
Ｄ
が
発
生
す
る
と
発
症
牛
の
生
乳
出

荷
や
移
動
は
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
農

場
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
で
す
。Ｌ
Ｓ

Ｄ
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
「
家
畜

伝
染
病
」
と
同
程
度
の
法
的
強
制
力
を
持
つ

措
置
を
行
え
る
方
針
が
農
水
省
よ
り
示
さ
れ

て
お
り
、
対
策
は
よ
り
強
化
さ
れ
る
見
通
し

で
す
（
２
０
２
５
年
５
月
執
筆
時
点
）。
本
疾

病
に
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
す
る
こ
と
で
発
症
を
予
防
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
感
染
源
は
Ｌ
Ｓ
Ｄ
Ｖ
感
染
牛
由

来
の
血
液
や
唾
液
で
、
吸
血
昆
虫
を
介
し
て

感
染
が
拡
大
し
ま
す
。

　
今
回
挙
げ
た
２
つ
の
疾
病
は
い
ず
れ
も
牛
の

生
産
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
サ
シ
バ
エ
の

吸
血
に
よ
り
感
染
が
拡
大
し
ま
す
。
そ
の
た

め
サ
シ
バ
エ
を
含
め
た
吸
血
昆
虫
の
数
を
減
ら

す
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
疾
病
を
予
防
す
る
上

で
重
要
で
す
。

　
サ
シ
バ
エ
を
減
ら
す
に
は
成
虫
・
幼
虫
対
策

の
実
施
が
必
要
で
す
。
特
に
成
虫
対
策
で
は

牛
舎
周
辺
の
除
草
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
幼
虫
対
策
に
関
し
て
は
、
２

０
２
２
年
４
月
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
サ
シ
バ
エ
は
高
い
飛
翔
能
力
を
持
ち
ま
す

が
、
吸
血
後
は
体
が
重
く
な
り
畜
舎
周
辺
の

葉
陰
で
休
息
を
と
り
ま
す
。
そ
の
た
め
畜
舎

畜舎周辺の除草が
サシバエの温床を減らすのに
有効です！

生
産
性
が
低
下
し
ま
す
。

●
疾
病
の
伝
播

　
牛
の
疾
病
に
は
血
液
を
介
し
て
感
染
牛

か
ら
非
感
染
牛
へ
伝
播
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
サ
シ
バ
エ
は
吸
血
昆
虫
の
中
で
も
個

体
数
や
１
日
の
吸
血
回
数
が
多
く
、
疾
病

を
伝
播
す
る
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

サ
シ
バ
エ
が
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
疾

病
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
説
明
し
ま
す
。

　
サ
シ
バ
エ
が
媒
介
す
る
牛
の
疾
病
の
代
表
例

と
し
て
、
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
（
Ｅ
Ｂ
Ｌ
）
と

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
（
Ｌ
Ｓ
Ｄ
）
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
（
表
１
）。

　
Ｅ
Ｂ
Ｌ
は
、
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
ウ
イ
ル
ス

（
Ｂ
Ｌ
Ｖ
）
に
感
染
し
た
牛
の
う
ち
数
％
が
発

症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
す
る
と
元

気
消
失
や
乳
量
減
少
な
ど
生
産
性
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
感
染
源
は
Ｂ
Ｌ
Ｖ
感
染
牛
由
来
の
血
液
や
乳

汁
で
、
血
液
を
介
す
る
感
染
経
路
と
し
て
は
吸

血
昆
虫
や
注
射
針
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
疾

夏
か
ら
は
じ
め
る

牛
舎
の
サ
シ
バ
エ
対
策

牛伝染性リンパ腫ウイルス
（BLV）

・元気消失　・眼球突出
・下痢　・削痩

病原体

・ワクチンなし
・感染牛は隔離、自主淘汰

・なし（生涯にわたり持続感染）

・乳量減少
・淘汰による経済損失

・ワクチンあり
・感染牛は隔離、自主淘汰

・なし

・乳量減少
・発症牛の生乳出荷や移動の自粛

・皮膚の結節や水腫　 ・発熱
・乳量減少

ランピースキン病ウイルス
（LSDV）

臨床症状

生産性への
影響

治療法

予防法

疾病名 牛伝染性リンパ腫（EBL） ランピースキン病（LSD）

など など

（2025年5月執筆時点）

サシバエが媒介する牛の主な疾病表1
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サシバエ
幼虫対策

●
非
選
択
性
茎
葉
処
理
除
草
剤

　
散
布
し
た
場
所
の
植
物
を
す
べ
て
枯
ら

す
除
草
剤
で
す
。
最
も
メ
ジ
ャ
ー
な
除
草
剤

で
種
類
も
豊
富
で
す
。
大
別
す
る
と
「
根

ま
で
枯
ら
す
」
タ
イ
プ
と
「
根
ま
で
枯
ら

さ
な
い
」
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ

で
使
用
場
面
が
異
な
り
ま
す
。

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
茎
葉
処
理
除
草
剤

（
根
ま
で
枯
ら
す
タ
イ
プ
）

　
根
ま
で
枯
ら
す
た
め
比
較
的
雑
草
の
再

生
が
遅
い
。
一
方
で
、
畦
畔
や
の
り
面
な

ど
で
は
雑
草
の
根
が
な
く
な
る
こ
と
で
崩

壊
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

使
用
場
面
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
た

路
面
、
崩
壊
の
心
配
が
な
い
平
場
な
ど

代
表
薬
剤
：
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー

ド
（
日
産
化
学
）
な
ど

グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
系
茎
葉
処
理
除
草
剤

（
根
ま
で
枯
ら
さ
な
い
タ
イ
プ
）

　
根
ま
で
枯
ら
さ
な
い
た
め
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
系
よ
り
も
雑
草
の
再
生
が
早
い
。
一
方

で
、
根
が
残
る
た
め
畦
畔
や
の
り
面
を
維

持
し
た
ま
ま
除
草
が
で
き
る
の
で
活
用
の

幅
は
広
い
。

使
用
場
面：傾
斜
地
、畦
畔・の
り
面
、電
柵・

牧
柵
の
周
り
な
ど

代
表
的
薬
剤
：
ザ
ク
サ
（
北
興
化
学
）
な
ど

●
土
壌
処
理
除
草
剤

　
土
壌
表
層
に
処
理
層
（
除
草
成
分
の
層
）

を
作
り
、
こ
れ
か
ら
生
え
る
雑
草
を
枯
ら

す
除
草
剤
で
す
。
長
期
間
除
草
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
風
雨
な
ど
に
よ
る
処
理
層
の

崩
れ
や
化
学
的
分
解
な
ど
に
よ
っ
て
効
果

は
減
少
し
ま
す
。
す
で
に
発
生
し
て
い
る
雑

草
を
枯
ら
す
の
は
苦
手
で
す
。

使
用
場
面
：
草
地
全
般

代
表
的
薬
剤
：
カ
ソ
ロ
ン
（
北
興
化
学
）、

ダ
イ
ロ
ン
（
北
興
化
学
）
な
ど

　
使
用
す
る
際
は
、
ザ
ク
サ
と
ダ
イ
ロ
ン
の
混

用
が
さ
ら
に
お
す
す
め
で
す
。
各
薬
剤
の
長

所
を
生
か
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
長
期
間
抑

草
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ザ
ク
サ
の
「
大

き
な
雑
草
も
全
て
枯
ら
す
が
根
ま
で
枯
ら
さ

な
い
」「
再
生
は
比
較
的
早
い
」と
い
っ
た
点
と
、

ダ
イ
ロ
ン
の
「
長
期
間
、
抑
草
す
る
」
の
特
長

が
合
わ
さ
り
、
畦
畔
や
の
り
面
を
崩
さ
ず
に

長
い
期
間
、
抑
草
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
除
草
剤
は
散
布
す
る
場
所
や
枯
ら
し
た
い

雑
草
に
よ
っ
て
濃
度
や
使
用
可
能
回
数
が
異

な
り
ま
す
。
な
お
、
畜
舎
周
辺
で
の
使
用
に
つ

い
て
は
農
薬
登
録
上
「
樹
木
等
」
の
扱
い
に
な

り
ま
す
。
散
布
に
際
し
て
は
、
農
薬
の
ラ
ベ
ル

に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
方
法
な
ど
を
確
認

し
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
除
草
剤
は
用
途
を
守
っ
て
使
用
す
る
こ
と

で
、
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
正
し
く
農
薬
の
知
識
を
習
得
し
て
、
安

全
な
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
不
明
点
等

は
地
元
Ｊ
Ａ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

除草剤特性のイメージ図2

除草によるサシバエ個体数の差図1

除草なし畜舎（個体数：64匹）

ＪＡ本渡五和
（熊本県天草市宮地岳町）

※10回振×3地点
　すくい取り調査

散布剤：なし

散布剤：ザクサ・ダイロン
※10回振×3地点
　すくい取り調査

除草あり畜舎（個体数：2匹）

ザクサと
ダイロンの
混用

　
サ
シ
バ
エ
は
日
本
全
土
に
生
息
し
て
い
る
吸

血
性
の
ハ
エ
で
す
。
気
温
が
上
昇
す
る
春
か
ら

秋
に
か
け
て
発
生
し
や
す
く
、
動
物
の
血
液

を
栄
養
源
と
し
雌
雄
と
も
に
吸
血
し
ま
す
。

家
畜
の
中
で
は
特
に
牛
の
血
を
好
み
ま
す
。

吸
血
は
主
に
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
、

そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
は
牛
舎
周
辺

の
草
む
ら
で
休
息
し
ま
す
。

　
サ
シ
バ
エ
は
そ
の
吸
血
行
動
に
よ
り
、
以
下

の
３
つ
の
被
害
を
牛
に
も
た
ら
し
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス

　
吸
血
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
強
い
痛

み
や
痒
み
が
牛
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
り
ま
す
。

●
生
産
性
低
下

　
サ
シ
バ
エ
が
牛
舎
に
い
る
こ
と
で
牛
は
落

ち
着
か
な
く
な
り
、
睡
眠
障
害
や
飼
料
摂

取
量
の
減
少
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
乳
量
・
増
体
量
が
低
下
し
、

ま
だ
間
に
合
う
！

大幅減

処理層に当たった
芽だけ枯らす

植物体にかかれば
葉だけ枯らす

植物体にかかれば
葉も根も枯らす

処理層

グリホサート系
茎葉処理除草剤

1. グルホシネート系
茎葉処理除草剤

2. 土壌処理除草剤3.

薬剤がかかっても
成長していれば
枯れない

薬剤がかからな
ければ枯れない

薬剤がかからな
ければ枯れない

家
畜
被
害
の
状
況

1

除
草
で
サ
シ
バ
エ
対
策

2

❶ 

牛
へ
の
被
害

❷ 

サ
シ
バ
エ
が
媒
介
す
る
疾
病

❶ 

上
手
な
除
草
剤
の
活
用

❸ 

除
草
剤
の
安
全
な
使
用

❷ 

除
草
剤
の
タ
イ
プ
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